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臨時国会は民主党ペース 
秋の臨時国会が始まって約２週間が過ぎましたが、

衆参の予算委員会ではどの話題でも民主党が主導権

を握る結果になりました。 
大量破壊兵器がなかったという報告が出た今、イ

ラク戦争の開戦を支持した小泉首相の答弁は言い訳

にすぎませんし、政治資金の流れに歯止めをかけて

透明化する件でも自民党の消極的態度が際立ってい

ます。政治とカネの問題が注目を集めているとき、

首相の政治団体がズサンな収支報告をしていること

も明るみに出ました。 
さらに、南野（のおの）知恵子法務大臣が三転四

転の答弁をするに及んで、小泉内閣の軽量さがはっ

きりしました。南野大臣の答弁は同じことについて

「聞いていない」「聞いている」「聞いている、いな

いは答えられない」と３通りの答えをし、また、翌

日は別の質問とは別の答弁原稿を間違えて棒読みす

るなど、とても大臣の資格があるとは思えません。 

犯罪被害者法案は与野党協議へ 
 細川律夫代議士は、犯罪被害者の支援について５

年以上にわたって取り組み、何度も「犯罪被害者基

本法案」を提出してきました。しかし、この法案は

２回ほど質疑をしただけでほとんどたなざらしにさ

れ、その間、役所は「個別の施策はしっかりやって

いるから基本法の必要はない」と言い続けてきまし

た。 
 しかし、この国会に与党が「犯罪被害者等基本法

案」の提出を準備しています。この骨子を見る限り、

細川案と８割程度は同様の趣旨であり、このような

立法をするのなら、なぜ今までの案に協力してこな

かったのかと言わざるを得ません。 
しかしながら、基本法案が提出されること自体、

細川律夫代議士らの活動が評価され、実を結びつつ

あるということで、野党提出の議員立法がいかに政

治に影響を与えるかの好例とも言えます。 
この法案については、与野党協議を行ったうえで、

よりよい一致が見られれば、超党派の議員提案によ

り、今国会中の成立に協力するというのが民主党の

方針です。 

決算委員会も審議開始 
  
 
 
 
 
 
 
 
決算行政監視委員長室で与野党の筆頭理事と協議 
細川代議士が委員長を務める衆議院決算行政監視 
委員会は、平成１５年度予備費の使用について審議

に入り、承諾の是非を決めます。予算の他の項目は

明細が決まっていますが、予備費は災害などがあっ

た場合支出するものですから、政府は事後国会に提

出し承諾を求めることになります。今の災害に対す
10 月 2 日、東埼玉道路開通式にて 
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る支出は予備費から出される場合、来年、承諾案件

として国会にかかることになります。 

新潟中越地震で甚大な被害 

民主党は救援募金活動を開始 
 10 月 23 日、新潟県中越地方を震源とする大きな

地震が起こり、今も余震が続いています。30 名を超

える人が命を失い、2000 人以上が負傷し、10 万人

以上の人たちが避難生活を続けています。 
民主党では震災の現地に岡田代表らが出向き被害

の状況を見るとともに、全国各地で救援募金の活動

を行っています。ここ埼玉 3 区でも駅頭などで皆さ

んに訴えています。駅頭での募金は民主党本部を経

由して被災地に送られます。 
直接、民主党本部へお送りいただける場合は下記

の金融機関へ振り込んでください。 
① りそな銀行 衆議院支店 普通 7815354 

口座名：民主党募金口座 

② 郵便局 00110-6-65328  口座名：民主党 

越谷市内の水害を視察 
10個の台風が上陸するなど今年の夏から秋にかけ

て、風水害も全国に爪跡を残しました。埼玉３区の

草加・越谷では幸いに大きな災害にはなりませんで

したが、随所で水が溢れるなど被害が続出しました。 
 細川律夫代議士は23号が去った後の10月23日、

市役所の協力のもと、越谷市内の事情を視察しまし

た。代議士の住まいの近くを流れる新方川の対岸な

どの、主に台風 22 号による被災現場を視察しました。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

埼玉国体秋季大会開かれる 
第 59 回国民体育大会「彩の国まごころ国体」秋季

大会が 10 月 23 日から 28 日まで、埼玉県各地で開

かれました。 
埼玉３区では、越谷で軟式野球とバレーボール、

草加では相撲が行われ、細川代議士も各会場を訪れ

ました。 
国体の意義は低下したとも言われていますが、選

手に宿舎を提供する民泊や、地域ごとの応援合戦な

ど、市民がそれぞれの地域で国体に対し自主的に協

力し盛り上げる努力はなかなか意義深いものがあり

ます。夏季、秋季とも短い期間でしたが、地域の皆

さんと全国から集まった選手たちの間に多くの交流

が生まれ、たくさんの思い出ができました。 

埼玉国体秋季大会、熊谷の開会式場にて  

 
水害の現場で市の職員から事情を聞く細川代議士 


